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�寺津地区子ども会育成会では、３月１１日に
「６年生を送る会 新１年生を迎える会」を開
催しました。新１年生は、小学校に入学した
らやりたいことを１人ずつ発表しました。６
年生の写真は、１９ページに掲載しています。
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インターネットで
議会中継

３月定例会
 ２　一般質問　１１人
 ９　予算特別委員会
 １３　提出された議案とその結果
 １４　特集１ 政務活動費の報告
 １６　特集２ 常任委員会 議会報告・意見交換会
 １８　市民の声
 １９　６月定例会の日程
 ２０　議会報告・意見交換会の案内



３ 月 定 例 会

教
え
て
っ
す

ケケ
ロロ

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、３月５日・６日の２日間
の日程で、１１人の議員が行いました。
　通学路の安全や生活保護行政のあり方、また高原の
里交流施設ぽんぽこの環境等の整備、さらに除雪対策
等について市長や教育長等の見解を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　平成２９年度第５回市議会定例会（３月定例会）
は、２月２８日から３月２３日までの２４日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、除排雪費等の専決処分３件
が報告され、承認し、また任期満了による人権
擁護委員を再び推薦することに同意しました。
また、平成２９年度各会計補正予算議案６件を原
案のとおり可決しました。そのほか、条例議案
等３１件が上程され、予算特別委員会及び所管常
任委員会に付託され、右記日程で審査を行い、
最終日の本会議で採決が行われました。
（採決結果は１３ページに掲載してあります。）

審　査　日　程
月　日 内　　容

２／２８（水） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、
　　　　予算特別委員会の設置など）

３／５（月）
３／６（火） 本会議（市政に対する一般質問）

３／７（水） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
３／８（木） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）
３／９（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
３／１２（月）
　〜１５（木） 予算特別委員会（付託案件の審査）

３／１６（金） 予算特別委員会（討論、表決）
３／２３（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

熊
澤
光
吏 

議
員

＊�

木
そ
の
も
の
に
対
す
る
向
き

合
い
方
に
つ
い
て

笹
原
隆
義 

議
員

＊�

将
来
に
向
け
た
財
政
運
営
に

つ
い
て

＊�

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊�
よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
に
す
る
た
め
に

佐
藤
俊
弥 
議
員

＊�

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

結
城
義
巳 

議
員

＊�

議
会
だ
け
で
は
で
き
な
い
、

議
会
改
革
に
つ
い
て

後
藤
和
信 

議
員

＊�

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
つ
い
て

＊�

新
生
児
聴
覚
検
査
の
公
費
助

成
に
つ
い
て

石
垣
昭
一 

議
員

＊�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
拡
充
に
つ
い
て

＊�

空
き
店
舗
活
用
の
支
援
策
に

つ
い
て

伊
藤
和
子 

議
員

＊�

国
民
の
生
存
権
を
保
障
す
る

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

で
あ
る
生
活
保
護
行
政
の
あ

り
方
に
つ
い
て

武
田
正
二 

議
員

＊�

除
雪
対
策

＊�

高
齢
者
世
帯
等
の
た
め
の
資

源
回
収

水
戸
芳
美 

議
員

＊�

高
原
の
里
交
流
施
設
ぽ
ん
ぽ

こ
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

＊�

天
童
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
天
童
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
環
境
整
備
に
つ
い
て

鈴
木
照
一 

議
員

＊�
周
辺
地
域
の
児
童
数
の
確
保

の
た
め
の
都
市
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て

＊�

子
育
て
支
援
と
待
機
児
童
の

対
策
に
つ
い
て

＊�

災
害
時
の
安
全
安
心
の
た
め

に

★
て
ん
ど
う
創
生
の
会

★
政
和
会

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

一
般
質
問
っ
て
何
で
す
か
？

ＱＡ
議
員
個
人
の
立
場
か
ら
、
市
長
等
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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一 般 質 問

舞
鶴
山
を
始
め
と
し
て

森
林
の
管
理
体
制
強
化
を

障
が
い
者
と
そ
の
親
へ
の

き
め
細
か
い
支
援
を

　
全
国
的
に
森
林
の
「
少
子
高

齢
化
」
が
進
む
中
で
、
本
市
面

積
の
約
３
割
を
占
め
る
森
林
の

管
理
体
制
及
び
更
新
を
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
の
森
林
の
約

２０
㌫
が
人
工
林
で
あ
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
戦
後
に
植
林
さ
れ

た
も
の
で
伐
採
期
を
迎
え
て
い

る
。
引
き
続
き
、
県
が
実
施
し

て
い
る
や
ま
が
た
緑
環
境
税
を

活
用
し
た
荒
廃
森
林
整
備
事
業

で
間
伐
等
を
要
望
し
て
い
く
。

ま
た
、
舞
鶴
山
に
つ
い
て
も
松

く
い
虫
被
害
に
つ
い
て
毎
年
被

害
調
査
を
実
施
し
、
森
林
病
害

虫
防
除
事
業
を
実
施
し
て
い

　
障
が
い
者
の
方
や
親
た
ち
が

集
え
て
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
相

談
し
合
え
る
場
所
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。
そ
れ
が
、
支
え
る

側
の
心
の
ゆ
と
り
に
も
つ
な
が

り
、
よ
り
良
い
福
祉
に
も
結
び

付
く
。
当
事
者
会
や
支
援
学
校

の
保
護
者
会
な
ど
関
係
者
か
ら

福
祉
ニ
ー
ズ
を
聞
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
社
会
環
境
の
変
化

に
即
し
た
福
祉
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
る
た
め
、
障
が
い
者
の

方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
相
談
支

援
福
祉
事
業
所
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
た
。
今
後
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
き

め
細
か
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

る
。
桜
に
つ
い
て
も
樹
木
医
な

ど
専
門
家
か
ら
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
桜
の
育
成
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

森
林
環
境
税
を
活
用
し
た

森
林
の
最
適
化
を

　

平
成
３１
年
度
か
ら
前
倒
し

で
、
新
た
な
森
林
管
理
制
度
の

施
行
と
合
わ
せ
て
森
林
環
境
譲

与
税
（
※
）
の
譲
与
が
行
わ
れ

る
が
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
計
画
を
進
め
る
の
か
、
市
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

阿
部
経
済
部
長　
新
た
な
森
林

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
伴

い
、
森
林
所
有
者
に
適
切
な
森

林
管
理
を
促
す
た
め
、
森
林
管

理
の
責
務
の
明
確
化
と
い
う
こ

と
も
大
前
提
に
進
め
ら
れ
る
。

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
で

は
、
森
林
所
有
者
み
ず
か
ら
が

森
林
を
管
理
で
き
な
い
場
合
に

は
市
町
村
に
管
理
を
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制
度
設

計
に
な
っ
て
お
り
、
譲
与
税
を

活
用
し
森
林
の
間
伐
や
保
全
に

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
、
平
成
３０
年
度
に
森
林

所
有
者
の
意
向
を
調
査
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
等
も
実
施
し
な
が

ら
、
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

小
川
健
康
福
祉
部
長　
相
談
支

援
福
祉
事
業
所
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
の
下
で
、
障
が

い
児
や
障
が
い
者
、
保
護
者
の

昼
食
交
流
会
な
ど
を
開
い
て
情

報
交
換
・
交
流
す
る
場
を
設
け

て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
側

面
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に

交
流
会
の
中
で
出
た
意
見
な
ど

を
、
真
摯
に
受
け
止
め
た
い
。

将
来
に
向
け
た

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

　
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
、
第
３
子
以
降
の
給
食
費
無

料
化
、
公
民
館
、
工
業
団
地
、

大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

積
極
的
な
投
資
を
し
て
い
る

が
、
少
子
高
齢
化
で
人
口
減
少

の
中
、
税
収
の
減
少
や
社
会
保

障
費
の
増
加
な
ど
、
将
来
へ
の

負
担
増
に
な
ら
な
い
の
か
市
民

目
線
で
は
心
配
に
な
っ
て
く

る
。
本
市
で
は
将
来
の
財
政
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を

持
っ
て
い
る
の
か
。
人
口
減
少

を
見
据
え
た
中
で
行
政
コ
ス
ト

を
ど
う
抑
え
て
い
く
の
か
。

山
本
市
長　
地
方
交
付
税
の
減

少
や
少
子
高
齢
化
、
社
会
保
障

費
の
増
加
で
公
債
費
が
高
く
推

移
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
将
来

の
市
政
運
営
に
支
障
を
来
す
こ

と
の
な
い
よ
う
健
全
で
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
。

　
長
期
的
に
は
組
織
の
ス
リ
ム

化
、
事
務
事
業
の
縮
小
、
公
共

施
設
や
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
長
寿

命
化
が
重
要
で
あ
り
、
短
期
的

に
は
事
務
事
業
の
見
直
し
や
取

捨
選
択
に
よ
る
施
策
の
重
点
化

に
取
り
組
む
。

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

熊く
ま

澤ざ
わ

光ひ
か

吏り

議
員

（
※
）
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
を

通
し
国
に
払
い
込
ま
れ
た
森
林
環

境
税
は
、
国
か
ら
市
町
村
と
都
道

府
県
に
対
し
、
森
林
環
境
譲
与
税

と
し
て
平
成
３１
年
度
か
ら
譲
与
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
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歩道帯が片側にしかない県道長岡中山線

一 般 質 問

奥
羽
本
線
と
仙
山
線
の

利
便
性
向
上
策
に
つ
い
て

安
心
し
て

通
学
で
き
る
よ
う
に

　
仙
台
に
通
勤
通
学
し
て
い
る

方
が
多
く
い
る
が
、
天
童
か
ら

仙
山
線
を
使
っ
て
仙
台
に
通
勤

通
学
す
る
場
合
は
、
山
寺
駅
か

羽
前
千
歳
駅
ま
で
自
動
車
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
童

駅
か
ら
乗
車
し
て
仙
台
に
通
勤

通
学
が
で
き
る
列
車
の
増
発
を

Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
羽
前
千
歳
駅
で
の
奥
羽
本
線

と
仙
山
線
の
乗
継
時
間
が
上
り

で
平
均
２８
分
と
長
く
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
天
童

２０
時
２２
分
着
の
天
童
駅
止
ま
り

の
下
り
列
車
は
天
童
駅
よ
り
北

の
駅
を
使
う
人
に
と
っ
て
不
便

で
あ
る
。
改
善
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
現
在
、
長
岡
地
内
か
ら
高
擶

小
の
児
童
た
ち
が
学
校
へ
登
校

す
る
と
き
、
県
道
長
岡
中
山
線

を
歩
い
て
通
学
。
下
校
時
は
同

じ
道
を
通
っ
て
帰
る
が
、
道
路

事
情
に
よ
り
歩
道
の
な
い
北
側

を
左
側
通
行
で
歩
く
た
め
、
後

ろ
か
ら
来
る
車
に
気
付
か
な
い

こ
と
も
あ
り
危
険
で
あ
る
。
昨

年
、
二
つ
の
新
し
い
道
路
が
開

通
し
、
そ
こ
に
通
じ
る
各
地
区

内
の
道
路
事
情
を
知
ら
な
い
ド

ラ
イ
バ
ー
も
多
く
通
る
よ
う
に

な
り
、
時
代
と
と
も
に
道
路
交

通
事
情
も
変
わ
っ
た
。
一
刻
も

早
く
県
道
長
岡
中
山
線
に
歩
道

の
つ
い
た
道
路
整
備
が
で
き
な

い
の
か
。

「
線
路
幅
の
標
準
軌
化
」「
天
童

方
面
か
ら
直
接
仙
山
線
に
乗
り

入
れ
る
新
た
な
線
路
の
敷
設
」

を
要
望
し
て
は
ど
う
か
。
天

童
・
仙
台
間
を
１
時
間
で
結
ぶ

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
交
流
人

口
の
拡
大
や
観
光
客
誘
客
の
効

果
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
三
宅
議
員
か
ら
天

童
駅
で
乗
車
し
て
仙
台
に
通
勤

通
学
が
で
き
る
列
車
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
れ
ら
を
整
理
し
て
加
盟
す
る

同
盟
会
に
諮
り
検
討
し
た
上
で
、�

Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い
く
と
い
う

形
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
天
童
駅
止
ま
り
の
列
車
の
乱

川
駅
以
北
へ
の
運
行
延
長
と
奥

羽
本
線
と
仙
山
線
の
乗
継
時
間

の
短
縮
に
つ
い
て
も
同
様
に
Ｊ

Ｒ
へ
の
要
望
を
継
続
し
て
い
く
。

武
田
総
務
部
長　
仙
山
線
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
関
す
る
提
言

に
つ
い
て
は
、
中
期
的
な
こ
と

と
、
長
期
的
な
こ
と
に
区
分
け

し
事
務
レ
ベ
ル
で
話
題
と
し
て

提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
仙
山
線
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
に
、「
複
線
化
」

山
本
市
長　
高
擶
小
の
通
学
路

で
あ
る
長
岡
地
内
の
県
道
長
岡

中
山
線
は
、
歩
道
が
未
整
備
の

区
間
や
狭
隘
な
歩
道
と
な
っ
て

い
る
区
間
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
市
で
は
未
整
備
区
間
に

つ
い
て
も
継
続
し
て
県
へ
の
要

望
を
行
い
、
早
期
の
拡
幅
整
備

が
図
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
。羽

陽
学
園
短
期
大
学
ま
で
の

道
路
整
備
を

　
高
擶
駅
か
ら
羽
陽
学
園
短
期

大
学
へ
は
、
わ
か
り
に
く
い
通

学
路
で
あ
る
。
羽
陽
学
園
短
期

大
学
生
は
、
現
在
一
番
必
要
と

さ
れ
て
い
る
保
育
士
と
介
護
士

の
資
格
取
得
と
専
門
知
識
を
得

る
た
め
に
学
ん
で
い
る
。
学
校

ま
で
安
全
・
安
心
に
通
学
で
き

る
よ
う
、
新
し
い
道
路
の
整
備

を
望
む
。

山
本
市
長　
高
擶
駅
周
辺
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
線
路
沿
い

の
市
道
拡
幅
工
事
を
完
了
し
、

一
定
程
度
、
駅
周
辺
の
道
路
整

備
が
図
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
新
た

な
道
路
を
整
備
す
る
計
画
は
な

い
状
況
で
あ
る
。
な
お
、
現
道

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
警

察
や
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
可
能
な
対
応
を

し
て
い
く
。

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

佐さ

藤と
う

俊と
し

弥や

議
員

⇒ 413人天童から仙台に
通勤通学している人の数

仙山線の整備促進、
羽前千歳駅での乗継の改善が必要
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飛
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飛
車

金
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金

馬

馬
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一 般 質 問

議
会
だ
け
で
は
で
き
な
い

議
会
改
革

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
策

強
化
を

　
３０
・
４０
歳
代
の
若
い
男
女
を

地
方
議
会
へ
進
出
さ
せ
る
に

は
、
会
社
に
勤
め
な
が
ら
議
員

に
な
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
議
員
を
兼
務

す
る
社
員
に
対
し
て
、
議
会
開

会
中
休
暇
を
与
え
る
制
度
が
必

要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
６
年
前
に
廃
止
さ
れ
た
ば
か

り
の
議
員
年
金
制
度
を
復
活
さ

せ
る
た
め
に
、
自
民
・
公
明
両

党
は
今
国
会
で
議
員
提
案
と
し

て
関
連
法
の
制
定
を
目
指
し
て

い
る
。
廃
止
し
た
当
時
の
社
会

情
勢
は
、
合
併
等
に
よ
り
全
国

の
市
町
村
数
が
半
数
近
く
減
少

し
年
金
財
政
が
持
ち
き
れ
な
く

な
っ
た
、
掛
け
金
は
議
員
と
市

　
巧
妙
な
手
口
に
よ
る
特
殊
詐

欺
被
害
が
全
国
で
は
２
０
３
億

円
、
県
で
は
１
億
３
０
０
０
万

円
、
本
市
で
の
被
害
額
は
。

　
高
齢
者
を
詐
欺
被
害
か
ら
守

る
た
め
、
民
生
児
童
委
員
や
関

心
の
あ
る
方
に
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
被
害
防
止
に
努

め
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　
無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、振
り
込
み
時
に

注
意
喚
起
を
促
す
ボ
イ
ス
ポ
リ

ス（
※
）を
設
置
で
き
な
い
の
か
。

　
再
被
害
防
止
の
た
め
、
警
告

メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
電
話
機
を
多

く
貸
し
出
し
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
本
市
の
昨
年
の
被

害
額
は
、
届
け
が
あ
っ
た
も
の

町
村
が
折
半
の
た
め
地
方
財
政

に
と
っ
て
厳
し
か
っ
た
、
特
権

階
級
意
識
が
あ
り
お
手
盛
り
と

批
判
さ
れ
た
こ
と
の
三
点
。
現

在
の
社
会
情
勢
は
少
し
も
好
転

し
て
は
い
な
い
。
天
童
市
民
給

与
所
得
者
の
年
間
収
入
は
、
２

０
０
万
円
以
下
が
約
４１
㌫
、
３

０
０
万
円
以
下
が
約
６０
㌫
、
６

０
０
万
円
以
下
に
な
る
と
全
体

の
約
９０
㌫
に
達
す
る
。
こ
の
時

に
議
員
年
金
を
復
活
さ
せ
る
の

は
、
市
民
感
情
と
市
財
政
を
考

え
れ
ば
容
認
で
き
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
国
も
地
方
も
議
員
を
志
す
人

に
対
し
て
、
議
員
と
し
て
必
要

不
可
欠
な
素
養
を
問
う
試
験
制

度
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
ほ
と
ん
ど
の
企
業

に
お
い
て
就
業
規
則
等
で
兼
業

を
禁
止
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
立
候
補
に
伴
う
選
挙
活
動

は
現
実
的
に
困
難
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
平
成
２３
年
６
月
に
廃
止
さ
れ

た
議
員
年
金
制
度
の
復
活
に
つ

い
て
は
、
全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
、
本
市
議
会
に

お
い
て
提
出
し
な
い
と
の
決
定

を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と

を
尊
重
し
た
い
。

　
選
挙
制
度
に
つ
い
て
は
公
職

選
挙
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

行
政
の
長
と
し
て
憲
法
や
法
令

に
の
っ
と
り
、
市
政
を
運
営
す

る
の
が
当
然
の
責
務
で
あ
る
の

で
、
国
が
制
定
す
る
法
律
や
制

度
に
対
す
る
考
え
は
控
え
た
い
。

だ
け
で
７
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
社
会
状
況
が
複
雑
多
岐
に
わ

た
り
、
ま
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
よ
り
、
地
域
活
動
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
地
域
で
の
声
掛
け
や

見
守
り
活
動
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
講
座
の
開
催
な
ど
を
通
し
て

市
民
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
で
き
る
よ
う
人
材
の
育
成
を

図
り
な
が
ら
環
境
整
備
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
ボ
イ
ス
ポ
リ
ス
は
県
内
に
１０

カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
天
童
警
察
署
に
要
望
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
電
話

機
は
被
害
防
止
の
効
果
が
高
い

こ
と
か
ら
、
県
と
の
連
携
に
よ

り
推
進
し
て
い
き
た
い
。

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
を
公
費
負
担
に

　
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
は
、
生
後
ま
も
な
く
聴

覚
に
先
天
性
異
常
が
な
い
か
を

検
査
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
国

の
新
生
児
の
約
８２
・
８
㌫
が
検

査
を
受
け
て
い
る
。
公
費
負
担

に
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

山
本
市
長　

市
の
受
診
率
は

９４
・
９
㌫
に
な
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
の
新
生
児
が
受
診
し
て

い
る
。
難
聴
と
診
断
さ
れ
た
新

生
児
が
２
人
お
り
、
早
期
発
見

は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

国
の
財
政
支
援
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
検
討
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

後ご

藤と
う

和か
ず

信の
ぶ

議
員

結ゆ
う

城き

義よ
し

巳み

議
員

（
※
）
人
が
近
づ
く
と
音
声
で
注
意

を
促
す
警
察
官
の
等
身
大
パ
ネ
ル
。

てんどう市議会だより №1605



王
将

王
将

王
将

金
将

金
将

金
将

と

と

と

金

金

金

桂
馬

桂
馬

桂
馬

角
行

角
行

角
行

金

金

金

龍
王

龍
王

龍
王

香
車

香
車

香
車

歩
兵

歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

一 般 質 問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
拡
充
を

相
談
者
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た

生
活
保
護
行
政
を

　
地
域
振
興
策
の
新
た
な
展
開

と
し
て
、
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

助
成
制
度
が
全
国
で
脚
光
を
浴

び
て
い
る
。
商
業
の
活
性
化
を

目
的
に
店
舗
の
改
装
や
備
品
購

入
な
ど
に
つ
い
て
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。
抜
群
の
経
済
波
及

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
の
商
店
版
と
し

て
本
市
で
も
創
設
し
て
は
ど
う

か
。
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
商
店

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
の
支
援
と

し
て
、
市
内
の
小
規
模
事
業
者

が
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資

金
を
借
り
入
れ
た
場
合
や
、
中

小
企
業
者
が
集
客
力
向
上
に
係

る
店
舗
整
備
等
を
行
う
た
め
、

　
生
存
権
を
保
障
す
る
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生

活
保
護
行
政
の
あ
り
方
を
伺

う
。
生
活
保
護
の
申
請
状
況
の

現
状
と
受
給
の
実
態
は
。
相
談

者
に
寄
り
添
っ
た
窓
口
対
応
に

な
っ
て
い
る
か
。
緊
急
事
態
に

対
応
で
き
る
一
時
避
難
施
設
の

設
置
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
十
分

か
。
関
係
機
関
と
の
連
携
は
。

山
本
市
長　
今
年
度
の
申
請
は

１
月
現
在
３４
件
、
受
給
者
は
２

４
０
世
帯
２
８
４
人
で
、
前
年

同
期
比
１６
世
帯
１８
人
増
と
な
っ

て
い
る
。
相
談
者
の
抱
え
る
課

題
は
、
生
活
費
だ
け
で
な
く
、

借
金
や
介
護
、
疾
病
や
障
が
い

県
の
産
業
活
性
化
支
援
資
金
を

借
り
入
れ
た
場
合
に
利
子
補
給

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
２５
年
度
か
ら
、

天
童
市
中
心
市
街
地
商
店
街
等

に
ぎ
わ
い
創
造
支
援
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
の
中
で
、
商
店
街
の
施

設
整
備
を
対
象
と
し
た
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

　
当
面
、
現
在
の
制
度
の
有
効

活
用
を
促
進
し
、
そ
の
支
援
を

継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

空
き
店
舗
活
用
の

支
援
策
は

　
街
の
に
ぎ
わ
い
や
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
で
、
空
き
店

舗
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
空
き
店
舗
活
用

支
援
事
業
の
項
目
を
設
け
、
補

助
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
い
る

が
、
空
き
店
舗
の
現
状
を
含
め

具
体
的
対
策
を
ど
う
行
う
の
か

伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
空
き
店
舗
活
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
心
市

街
地
商
店
街
等
に
ぎ
わ
い
創
造

支
援
事
業
の
中
で
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
創
業
す
る
事
業
主
に

補
助
を
す
る
な
ど
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
天
童
商
工
会
議
所
で

は
、
創
業
を
希
望
す
る
方
を
対

象
と
し
た
創
業
塾
を
開
催
し
て

お
り
、
本
市
と
し
て
も
支
援
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
、
天
童
商
工
会
議

所
と
連
携
し
、
空
き
店
舗
の
利

活
用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

に
よ
る
就
労
困
難
な
ど
、
複
雑

化
し
て
い
る
。
相
談
者
か
ら
詳

し
く
状
況
を
伺
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
の
活
用
を
検
討
し
、
関

係
機
関
と
連
携
を
と
っ
て
支
援

し
て
い
る
。
緊
急
事
態
に
は
、

救
護
施
設
紅
花
ホ
ー
ム
の
一
時

入
所
で
対
応
し
て
い
る
。
現

在
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
３
人

配
置
し
て
お
り
、
適
切
な
配
置

で
あ
る
。
生
活
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
を
始
め
、
関
係
機
関
や
民

生
委
員
な
ど
と
相
互
に
連
携
を

と
り
合
っ
て
、対
応
し
て
い
る
。

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ

へ
の
対
応
は

　
平
成
３０
年
度
、
国
は
相
対
的

貧
困
率
が
低
下
し
、
一
般
低
所

得
世
帯
（
所
得
が
最
も
少
な
い

１０
㌫
の
層
）
が
生
活
保
護
基
準

以
下
で
生
活
し
て
い
る
と
し

て
、
生
活
保
護
基
準
を
引
き
下

げ
る
と
言
っ
て
い
る
。
受
給
者

へ
の
影
響
と
対
処
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長　
国
で
は
５
年
に
一

度
、
一
般
低
所
得
世
帯
の
消
費

実
態
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
具
体
的
な
基
準
額
等

の
通
知
は
な
い
が
、
今
後
、
新

た
な
基
準
に
基
づ
き
、
適
切
な

対
応
を
図
り
、
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
し

た
い
。

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員

石い
し　

垣が
き　

昭し
ょ
う　

一い
ち

議
員
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地域住民による除排雪（平成２３年度）

一 般 質 問

各
種
団
体（
自
治
会
含
む
）の

除
排
雪
作
業
へ
の
助
成
金
制
度
を

高
原
の
里
ぽ
ん
ぽ
こ（
田
麦
野
）に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

　
行
政
が
道
路
の
除
排
雪
を
し

て
も
、
沿
道
に
う
ず
た
か
く
雪

が
た
ま
り
、
見
通
し
が
悪
く
、

雪
が
多
い
場
合
、
す
ぐ
に
道
路

幅
員
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
い
、

通
学
路
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、
行
政
だ
け
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
除
排
雪
に
対

し
、
平
成
２３
年
度
の
冬
に
行
っ

た
「
天
童
市
自
治
組
織
一
斉
除

雪
・
排
雪
作
業
補
助
金
」（
各

団
体
へ
上
限
１０
万
円
と
し
た
除

排
雪
作
業
へ
の
補
助
）
を
制
度

化
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
大
雪
の
際
の
除
排

雪
作
業
に
つ
い
て
は
、
全
て
の

ご
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
現
状

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
等

　
田
麦
野
地
区
は
、
限
界
集
落

と
さ
れ
る
高
齢
化
率
５０
㌫
を
超

え
て
６０
㌫
に
近
づ
い
て
お
り
、

高
齢
者
の
割
合
が
多
い
地
区
で

あ
る
。
ま
た
、
高
原
の
里
交
流

施
設
ぽ
ん
ぽ
こ
は
、
市
立
公
民

館
を
兼
ね
て
お
り
多
く
の
地
区

民
が
訪
れ
て
い
る
が
、
利
用
で

き
る
施
設
が
２
階
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
階

段
が
急
で
大
変
で
あ
る
。
公
民

館
は
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
が
利
用

す
る
た
め
安
全
面
や
利
便
性
の

配
慮
は
不
可
欠
で
あ
り
、
特
に

障
が
い
者
や
高
齢
者
等
の
た
め

に
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

が
必
要
で
は
な
い
か
。

相
澤
教
育
長　
高
原
の
里
交
流

で
の
共
助
に
よ
る
除
排
雪
の
取

り
組
み
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
共
助
の
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援
の
制
度
化
に
つ
い

て
は
、
積
雪
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を

参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

戸
別
訪
問
に
よ
る

資
源
物
回
収
を

　
市
内
４
カ
所
で
毎
月
第
一
土

曜
日
に
拠
点
回
収
を
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
等
に
と
っ
て
は
運

転
も
ま
ま
な
ら
ず
、
体
力
的
に

も
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。
間
口

除
雪
の
よ
う
に
、
地
区
別
に
一

斉
に
行
う
、
高
齢
者
世
帯
へ
の

戸
別
訪
問
に
よ
る
資
源
物
回
収

を
委
託
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
資
源

回
収
団
体
と
資
源
回
収
業
者
に

報
奨
金
を
交
付
し
、
団
体
の
資

源
回
収
を
促
進
し
て
い
る
。
こ

の
報
奨
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

町
内
会
等
の
実
施
団
体
が
回
収

業
者
を
利
用
し
、
軒
先
で
の
回

収
を
実
施
す
る
場
合
も
対
象
と

し
て
お
り
、
有
効
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
後
、
高
齢
者

世
帯
へ
の
支
援
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
時
代

に
合
っ
た
環
境
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
に
努

め
て
い
く
。

施
設
ぽ
ん
ぽ
こ
は
、
旧
田
麦
野

小
学
校
を
改
修
し
て
、
平
成
１８

年
１０
月
に
開
館
し
た
も
の
で
あ

る
。
交
流
施
設
の
２
階
に
は
、

交
流
室
、
調
理
室
、
体
育
館
な

ど
が
あ
り
、
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
を
含
め
多
く
の
方
が

利
用
し
て
い
る
た
め
、
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
は
、
構
造
上
、

設
置
場
所
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
今
後
、
調
査
研
究
し
て
い

く
。

川
原
子
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

コ
ー
ス
拡
大
整
備
を

　
今
年
３
月
ま
で
、
県
の
事
業

で
乱
川
災
害
復
旧
工
事
の
残
土

を
、
北
原
橋
か
ら
下
流
谷
地
中

橋
ま
で
の
河
川
敷
右
岸
に
盛
り

土
を
し
て
い
る
。
盛
り
土
し
た

場
所
を
市
と
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
コ
ー
ス
拡
大
の
た
め
に

整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

南
側
駐
車
場
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

に
つ
い
て
は
、
河
川
敷
に
お
け

る
コ
ー
ス
の
拡
張
の
可
能
性
や

駐
車
場
の
整
備
な
ど
、
将
来
に

お
け
る
施
設
の
あ
り
よ
う
を

探
っ
て
い
く
た
め
、
河
川
管
理

者
と
の
情
報
交
換
を
行
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
南
側
駐

車
場
は
、
雨
天
時
に
泥
水
が
溜

ま
る
な
ど
の
不
便
を
来
さ
な
い

よ
う
必
要
な
箇
所
の
補
修
を
行

い
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

水み

戸と

芳よ
し

美み

議
員

武た
け　

田だ　
正し

ょ
う　

二じ

議
員
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保
育
所
の
転
入
者
等
へ
の

年
度
途
中
で
の
入
所
を

　
翌
年
度
の
認
可
保
育
所
等
の

入
所
申
し
込
み
が
締
め
切
ら
れ

た
１０
月
以
降
に
転
入
し
て
き
た

場
合
、
そ
の
年
と
翌
年
度
の
入

所
を
希
望
し
て
も
な
か
な
か
入

所
で
き
な
い
。
年
度
途
中
で
の

入
所
を
、
緊
急
措
置
と
し
て
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
市
立
保
育
園
で
は
、
全
て

の
年
齢
の
定
員
充
足
率
が
１
０

０
㌫
を
超
え
て
い
る
が
、
弾
力

的
な
対
応
が
可
能
な
の
は
、
市

立
保
育
園
が
適
当
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

山
本
市
長　
市
全
体
の
保
育
環

境
が
整
っ
た
場
合
、
市
外
か
ら

の
転
入
者
等
の
申
し
込
み
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
途
受
け

入
れ
枠
を
確
保
し
て
お
く
こ
と

も
重
要
と
考
え
る
。

小
川
健
康
福
祉
部
長　
現
状
と

し
て
は
、
入
所
保
留
と
な
っ
た

方
が
い
る
中
で
、
転
入
者
の
方

の
た
め
の
枠
を
確
保
し
て
お
く

こ
と
は
、
現
実
的
に
困
難
な
状

況
に
あ
る
。

　
ま
た
、
認
可
保
育
所
等
の
定

員
が
過
剰
と
な
っ
た
場
合
は
、

市
立
保
育
園
の
入
所
者
数
の
見

直
し
を
行
い
、
調
整
機
能
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

災
害
時
の
避
難
所
の

安
全
対
策
は

　
災
害
に
よ
り
上
下
水
道
が
機

能
停
止
し
た
際
、
公
民
館
、
福

祉
施
設
、
学
校
等
の
避
難
所
の

ト
イ
レ
対
策
は
万
全
か
。ま
た
、‌

避
難
所
の
ガ
ラ
ス
の
飛
散
等
に

よ
る
被
害
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
に
、
保
護
フ
イ
ル
ム
等
の
安

全
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
復
旧
ま
で
の
期
間

は
、
備
蓄
し
て
い
る
１
万
６
０

０
０
枚
の
簡
易
ト
イ
レ
を
利
用

す
る
と
と
も
に
、
友
好
都
市
等

の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
仮

設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。
公
園

の
ト
イ
レ
は
、
防
災
ト
イ
レ
に

計
画
的
に
改
修
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防

止
対
策
と
し
て
、
二
中
体
育
館

に
お
い
て
フ
イ
ル
ム
に
よ
る
補

強
を
し
て
い
る
。
窓
ガ
ラ
ス
の

飛
散
防
止
フ
イ
ル
ム
で
の
補
強

は
、
窓
枠
落
下
等
の
安
全
対
策

も
必
要
に
な
る
た
め
、
各
施
設

の
実
態
を
調
査
し
検
討
し
た
い
。

一 般 質 問

議 会 の う ご き
■１月
　２３日　‌�村山市議会との議員懇談会・懇親会（議長、

副議長、議会運営委員長外／村山市）
　２５日　ＩＣＴ議員研修会
　２６日　‌�市長要請経済建設常任委員会（現在の除雪の

状況について）
　　　　‌�東根市議会との議員懇談会・懇親会（議長、

副議長、議会運営委員長外）
　２９日～‌�３１日　清新会先進地視察（静岡県菊川市、焼

津市、静岡市）
　　　　‌�政和会先進地視察（愛知県犬山市、岐阜県可

児市、静岡県島田市）

■２月
　２日　市長要請各派代表者会
　　　　‌�市長要請環境福祉常任委員会（第二次天童市

地域福祉計画（案）について外２件）
　　　　‌�河北町議会との議員懇談会・懇親会（議長、

副議長、議会運営委員長外）
　５日　‌�全国高速自動車道市議会協議会定期総会（議

長、局長／東京）
　　　　議会報告・意見交換会（経済建設常任委員）
　６日　山形県市議会議長会事務局長会議
　７日　三川町議会視察来童
　８日　長崎県長崎市議会視察来童
　９日～‌�１１日　あばしりオホーツク流氷まつり（議長、

局長／網走市）
　１３日　‌�市長要請総務教育常任委員会（第七次総合計

画最終案について（報告）外２件）
　　　　‌�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議会

運営委員会
　１４日　‌�天童市農協果樹部会青年部冬期研修会（経済

建設常任委員）
　１５日　‌�山形県後期高齢者医療広域連合議会全員協議

会・定例会（議長、局長／寒河江市）
　１８日　関東天童会総会（議長、局長／東京都）
　１９日　市長要請全員協議会
　　　　‌�市長要請環境福祉常任委員会（第二次健康て

んどう２１行動計画中間評価報告（案）について　
外２件）

　２１日　議会運営委員会
　　　　‌�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　全

員協議会・定例会
　２８日～３月２３日　第５回市議会定例会
　２８日　広報委員会
　　　　各派代表者会

■３月
　９日　‌�市長要請経済建設常任委員会（農地法第３条

の下限面積の変更について外２件）
　　　　‌�経済建設常任委員会所管事務調査（市内企業

視察）
　１２日　‌�市長要請経済建設常任委員会（生産性向上特

別措置法に伴う本市の対応状況について）
　１６日　全員協議会、議会運営委員会
　２２日　‌�環境福祉常任委員会所管事務調査（児童福祉

施設整備について）
　２３日　広報委員会
　２６日～‌�２７日　清新会先進地視察（埼玉県川越市、群

馬県高崎市）
　２８日　埼玉県川越市議会視察来童
　２９日　広報委員会

鈴す
ず　

木き　
照し

ょ
う　

一い
ち

議
員
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平成２９年度一般会計補正予算

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

見
直
し
の
影
響
は

委
員　
９
月
か
ら
返
礼
品
が
３

割
程
度
と
見
直
さ
れ
た
が
、
そ

の
影
響
と
今
後
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

総
務
部
長　

寄
附
申
込
み
件

数
、
金
額
と
も
減
少
し
て
い
る

た
め
、
返
礼
品
の
経
費
２
億
５

０
０
０
万
円
を
減
額
す
る
も

の
。
今
後
に
向
け
新
た
な
商
品

開
発
を
行
い
、
商
品
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
充
実
し
て
い
く
。
リ

ピ
ー
ト
率
が
高
い
の
で
、
品
質

の
高
い
商
品
を
届
け
た
い
。

児
童
発
達
支
援
施
設
が

増
設
さ
れ
る
が
現
状
は

委
員　
障
が
い
や
発
達
に
不
安

が
あ
る
児
童
・
生
徒
が
増
え
て

い
る
と
い
う
が
、
現
状
と
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
市
内
に
あ
る

児
童
発
達
支
援
２
事
業
所
の
定

員
は
５８
人
で
あ
る
。
利
用
希
望

者
の
増
加
に
よ
り
、
事
業
所
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
社
会
福
祉
法
人
天
童
ま
い

づ
る
会
が
国
、
県
の
補
助
を
受

け
、
矢
野
目
に
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
。
定
員

は
、
児
童
発
達
支
援
が
１０
人
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
小

学
生
が
１０
人
、
中
・
高
生
が
１０

人
で
あ
る
。
市
で
も
２
８
３
０

万
円
を
補
助
す
る
。
平
成
３１
年

３
月
開
所
予
定
。

小
学
校
施
設
環
境
改
善
の

年
次
計
画
は

委
員　
国
の
補
正
で
学
校
環
境

改
善
交
付
金
事
業
が
採
択
さ
れ

た
が
、小
学
校
の
整
備
状
況
は
。

教
育
次
長　
小
学
校
の
空
調
、

プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の
交
付

金
を
利
用
し
て
天
童
南
部
小
・

高
擶
小
・
干
布
小
の
空
調
が
整

備
さ
れ
、
平
成
３０
年
度
に
全
小

学
校
の
空
調
工
事
が
完
了
す

る
。
プ
ー
ル
は
山
口
小
の
工
事

で
、
残
り
は
２
校
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
工
事
は
成
生
小
で
、
残
り
は

１
校
と
な
る
。

小学校の環境整備進める
　２月２８日の本会議に一般会計及び特別会計を含む６会計の補正予算が上程され、
原案のとおり可決されました。

予算特別委員会 平成３０年度一般会計予算

女
性
消
防
職
員
採
用
に

向
け
て

委
員　
消
防
庁
舎
改
修
事
業
３

１
１
０
万
４
０
０
０
円
の
内
容

は
。

消
防
課
長　
平
成
３１
年
度
の
女

性
消
防
職
員
採
用
に
向
け
、
消

防
庁
舎
の
一
部
を
仮
眠
室
・
更

衣
室
に
改
修
す
る
。
ま
た
、
敷

地
内
の
倉
庫
を
改
築
し
資
機
材

の
収
納
場
所
を
確
保
す
る
も
の
。

緊
急
時
の
防
災
情
報
を

伝
達
す
る
た
め
に

委
員　
防
災
行
政
無
線
整
備
事

業
５
８
９
９
万
円
の
内
容
は
。

危
機
管
理
室
長　
緊
急
時
の
防

　
平
成
３０
年
度
予
算
は
、
将
来
の
市
政
運
営
に
支
障
を
来
さ

な
い
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
第
七
次
天
童
市
総
合
計
画
を
推
進
し
ま
す
。
本

市
の
施
策
の
特
徴
で
あ
る
子
育
て
支
援
に
継
続
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、教
育
施
策
を
一
層
強
化
し
な
が
ら
、子
育
て・

教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
施
策
に
つ
い
て
も
防
災
や
消
防
力
の
向
上
を
図

り
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。
予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
・
審
査
さ
れ
た
あ
と
、
本
会
議
に
お
い

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
審
査
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

前年度比１．４㌫減
２３９億６０００万円

第七次天童市総合計画を推進

てんどう市議会だより №1609



部活動をしている中学生

予算特別委員会
災
情
報
等
を
迅
速
に
伝
達
す
る

環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
平
成

３２
年
度
ま
で
の
年
次
計
画
で
、

各
小
・
中
学
校
等
に
同
報
系
防

災
行
政
無
線
を
整
備
す
る
。
３０

年
度
は
、
親
局
一
式
（
市
庁

舎
）・
子
局
２
基
（
蔵
増
小
、

山
口
小
）
を
設
置
。
併
せ
て
、

自
主
防
災
会
等
に
屋
内
設
置
の

戸
別
受
信
機
（
防
災
ラ
ジ
オ
）

を
配
備
す
る
も
の
。

教
職
員
働
き
方
改
革

推
進
事
業

委
員　
事
業
費
４
９
３
万
３
０

０
０
円
の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長　
教
員
の
働
き

方
改
革
を
促
し
、
教
育
の
業
務

に
専
念
で
き
る
教
育
環
境
整
備

を
進
め
、
安
全
な
部
活
動
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
部
活
動
指

導
員
と
し
て
各
中
学
校
に
１
人

ず
つ
配
置
す
る
嘱
託
職
員
の
報

酬
等
で
あ
る
。

学
校
給
食

デ
ザ
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

委
員　
学
校
給
食
デ
ザ
ー
ト
コ

ン
ク
ー
ル
事
業
５
万
１
０
０
０

円
の
内
容
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
市

制
施
行
６０
周
年
を
記
念
し
て
、

「
お
め
で
と
う
給
食
」
を
実
施

す
る
。
そ
の
中
で
、
地
元
天
童

産
食
材
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
レ

シ
ピ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
う
。
事
業

費
は
、
審
査
員
謝
礼
費
な
ど
で

あ
る
。
な
お
、
デ
ザ
ー
ト
の
レ

シ
ピ
は
天
童
菓
子
商
工
組
合
加

盟
店
か
ら
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、

小
・
中
学
生
か
ら
イ
ラ
ス
ト
を

募
集
す
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
と
な
っ
た
デ
ザ
ー
ト
を
学

校
給
食
で
提
供
す
る
。

移
動
図
書
館
車

「
ま
い
づ
る
号
」を
更
新

委
員　
１
９
０
０
万
円
で
移
動

図
書
館
車
を
新
し
く
す
る
が
、

ど
う
変
わ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　
「
ま
い
づ
る

号
」
導
入
か
ら
２５
年
に
な
る
。

新
し
い
車
両
は
コ
ン
パ
ク
ト
な

セ
ミ
バ
ス
型
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
対
応
し
た
低
床
車
と
な

り
、
車
椅
子
で
も
利
用
で
き
る

車
外
書
架
を
設
置
す
る
。
３
０

０
０
冊
を
積
載
で
き
る
。

市
民
病
院
の

経
営
健
全
化
に
着
手

委
員　
市
民
病
院
経
営
改
善
業

務
、
３
２
４
４
万
４
０
０
０
円

の
内
容
は
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
市
民
病

院
の
経
営
健
全
化
に
向
け
た
経

営
分
析
、
経
営
戦
略
・
経
営
収

支
計
画
の
策
定
を
行
い
、
具
体

的
な
経
営
改
善
の
実
行
と
安
定

か
つ
持
続
可
能
な
病
院
へ
向
け

た
課
題
を
明
確
に
す
る
た
め
、

専
門
的
知
識
と
実
績
を
有
す
る

事
業
者
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

平成３０年度予算のあらまし（主な事業）
会計区分 今年度当初

予算（万円）
前年度当初
予算（万円）

伸び率
（％）

一 般 会 計 ２，３９６，０００ ２，４２９，０００ △１．４
特 別 会 計 １，４７０，９８４ １，４４５，７５４ １．７
国 民 健 康 保 険 ６３２，８５７ ７８９，５６５ △１９．８
用 地 買 収 ２７０ ３４９ △２２．６
財 産 区 １８３ １１９ ５３．８
介 護 保 険 ５５５，９９５ ５２７，５８５ ５．４
市 民 墓 地 ２９４ ３４９ △１５．８
後期高齢者医療 ７２，９３３ ６５，５７９ １１．２
工業団地整備事業 ２０８，４５２ ６２，２０８ ２３５．１
企 業 会 計 ７５２，８９０ ７３３，１８４ ２．７
水 道 事 業 ２１４，７７０ ２０８，３６８ ３．１
天童市民病院事業 １９２，９０６ １８７，５６５ ２．８
公共下水道事業 ３４５，２１４ ３３７，２５１ ２．４
合 計 ４，６１９，８７４ ４，６０７，９３８ ０．３

新規 高齢者健康福祉施設整備事業� ９３４７万円
新規 中学生ピロリ除菌等推進事業� １０３万円
新規 放課後児童クラブ施設整備事業� ２億４２３８万円
継続 高校生（１８歳）までの医療費無料化事業� ３億６５６５万円
新規 狩猟免許等取得支援事業� ４９万円
新規 二千局盤来事業� ２２００万円
継続 新工業団地整備事業� １９億９５１２万円
新規 空き家老朽危険度調査事業� ２０１万円
新規 歩道ユニバーサルデザイン化事業� １０００万円
新規 常備消防自動車更新事業� ８１６５万円
継続 予約制乗合タクシー運行事業（拡充）� ２１５０万円
新規 市立公民館改築事業� ２５３８万円
新規 移動図書館車更新事業� １９００万円
継続 天童ラ・フランスマラソン２０１８開催事業（拡充）� ２０００万円
継続 スポーツ施設整備基金積立金（拡充）� ３億円
継続 新聞教材活用事業� １８７万円
新規 市制施行６０周年記念式典� ３４８万円
新規 コンビニ交付システム導入事業� ２６９０万円
新規 模擬議会（子ども議会）事業� １７万円

平成30年5月1日発行 10



改築予定のかまた荘

ショッピングリハビリ専用のショッピングカート

予算特別委員会
を
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
平
成
３０
年
４
月
か
ら
は
、

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
市

長
が
病
院
事
業
管
理
者
と
な
る
。

各
種
証
明
書
が

コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
可
能
に

委
員　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ

ム
導
入
事
業
、
２
６
９
０
万
１

０
０
０
円
の
内
容
は
。

市
民
課
長　
各
種
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
で
の
交
付
を
可
能
に
す

る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
市
民
の
利
便
性

向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
交

付
で
き
る
証
明
書
は
、
住
民
票

の
写
し
（
謄
本
・
抄
本
）、
印

鑑
証
明
、
税
証
明
書
（
納
税
・

所
得
・
課
税
）、
戸
籍
謄
本
・

抄
本
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
で
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

で
交
付
可
能
と
な
り
、
１１
月
か

ら
開
始
予
定
で
あ
る
。

高
齢
者
健
康
福
祉
施
設
を

一
体
的
に
整
備

委
員　
か
ま
た
荘
・
ふ
れ
あ
い

荘
・
公
衆
浴
場
を
整
備
す
る
予

算
９
３
４
７
万
円
の
内
容
は
。

社
会
福
祉
課
長　
昭
和
４６
年
に

建
築
さ
れ
た
か
ま
た
荘
と
昭
和

５１
年
に
建
築
さ
れ
た
ふ
れ
あ
い

荘
・
公
衆
浴
場
を
市
民
や
観
光

客
の
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
「
高
齢
者
健

康
福
祉
施
設
」
と
し
て
一
体
的

に
整
備
す
る
も
の
。
平
成
３０
年

度
は
隣
接
す
る
建
設
用
地
の
取

得
と
設
計
業
務
を
行
う
。

　
利
用
料
金
は
近
隣
施
設
と
同

程
度
に
見
直
す
。
ま
た
、
高
齢

者
な
ど
に
対
す
る
割
引
制
度
を

導
入
す
る
。
平
成
３１
年
度
に
建

築
工
事
を
行
い
、
平
成
３２
年
４

月
の
開
館
を
目
指
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・

リ
ハ
ビ
リ
事
業
と
は

委
員　
介
護
予
防
・
生
活
支
援

事
業
と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
・
リ
ハ
ビ
リ
事
業
を
委
託
す

る
が
内
容
は
。

保
険
給
付
課
長　

基
本
的

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
総
合
事
業

対
象
と
な
っ
た
方
や
要
支
援

１
・
２
の
方
を
対
象
に
、
専
用

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
を
使

用
し
て
買
い
物
を
兼
ね
て
歩
行

運
動
を
す
る
こ
と
で
身
体
機
能

の
維
持
を
図
り
、
自
立
し
た
生

活
の
継
続
を
目
指
す
も
の
。
天

童
市
通
所
介
護
事
業
所
連
絡
協

議
会
に
委
託
す
る
。
専
用
カ
ー

ト
、
リ
ハ
ビ
リ
効
果
測
定
な
ど

初
期
導
入
費
用
の
３
分
の
１
を

補
助
す
る
。

Ｉ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
８

開
催
事
業

委
員　
今
年
５
月
に
開
催
さ
れ

る
世
界
的
に
有
名
な
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ワ
イ
ン
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
の
本
市
の

役
割
は
。

商
工
観
光
課
長　
山
形
県
並
び

に
本
市
の
日
本
酒
産
業
の
振
興

を
図
り
、
酒
処
と
し
て
の
「
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
の
知
名
度

を
国
内
外
で
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

天
童
温
泉
で
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
の
開
催
や
本
市
特
産
の

置
き
駒
を
進
呈
す
る
経
費
と
し

て
２
３
４
万
円
を
計
上
す
る
。

鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
事
業

委
員　
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
事
業
１
０
０
０
万
円
の
内
容

は
。

農
林
課
長　
今
年
度
か
ら
新
規

に
狩
猟
免
許
支
援
事
業
と
し
て

銃
所
持
許
可
に
係
る
経
費
の
２

分
の
１
、
銃
器
及
び
保
管
庫
等

購
入
経
費
（
上
限
１０
万
円
）、

狩
猟
免
許
（
銃
・
わ
な
）
取
得

に
係
る
経
費
の
２
分
の
１
を
補

助
す
る
。
ま
た
、
侵
入
防
止
柵

整
備
事
業
は
継
続
し
実
施
す
る
。

空
き
家
除
却
支
援
事
業

委
員　
空
き
家
除
却
支
援
事
業

１
６
０
万
円
の
目
的
と
内
容
は
。

建
設
課
長　
空
き
家
対
策
の
一

環
と
し
て
の
新
規
事
業
で
あ

り
、
市
内
の
建
築
士
に
よ
る
空

き
家
の
老
朽
危
険
度
調
査
を
行

い
、
一
定
点
数
以
上
の
空
き
家

を
解
体
除
却
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
た
な
天
童
の
顔

天
童
駅
東
口
改
修
事
業

委
員　
天
童
駅
東
口
改
修
事
業

の
内
容
は
。

建
設
課
長　
平
成
４
年
に
整
備

さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
天
童
駅
東
口
を
新

た
な
天
童
の
顔
づ
く
り
と
し
て

改
修
す
る
。

　
利
便
性
向
上
の
た
め
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
設
置
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
改
修
、
送
迎
車
両
待
機

場
所
の
確
保
等
に
係
る
調
査
設

計
を
す
る
。
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教えて っすケケロロ

▼‌�

議
第
７５
号　
平
成
３０
年
度

　
天
童
市
一
般
会
計
予
算

〈
反
対
〉狩
野
　
佳
和
議
員

　
今
年
度
の
待
機
児
童
が
な
い

こ
と
に
期
待
す
る
。
待
機
児
童

の
多
く
は
０
～
１
歳
児
と
聞
い

て
い
る
。
新
規
の
認
可
保
育
所

は
０
～
１
歳
児
も
増
え
る
が
３

～
５
歳
児
ま
で
の
枠
も
増
え
る
。

　
増
や
す
べ
き
は
幼
少
の
保
育

所
で
あ
り
、
３
～
５
歳
児
の
枠

を
広
げ
る
方
法
で
は
な
い
。

　
成
生
児
童
館
を
民
間
の
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
に
当
た

り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
入
札
の
結

果
を
完
全
公
表
し
な
い
必
然
性

が
見
当
た
ら
な
い
。

　
保
育
事
業
を
事
前
説
明
な
し

で
予
算
委
員
会
の
説
明
だ
け
で

進
め
た
方
法
に
疑
義
が
あ
る
。

　
３
月
２３
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
議
案
１
件
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

〈
反
対
〉石
垣
　
昭
一
議
員

　
嘱
託
職
員
、
非
正
規
の
日
々

雇
用
職
員
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善

を
図
る
べ
き
。

　
保
育
園
の
申
込
み
は
前
年
並

み
だ
が
、
３
歳
未
満
児
が
増
え

て
お
り
、
実
態
に
沿
っ
た
保
育

問
題
解
決
に
力
を
入
れ
る
べ
き
。

　
高
齢
者
介
護
は
、
総
合
事
業

に
移
行
し
て
い
る
が
、
現
場
の

状
況
を
把
握
し
、
役
立
つ
介
護

保
険
に
す
る
行
政
責
任
を
果
た

す
べ
き
。

　
天
童
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
委
託
事
業
が
増
え
て
い
る
が

委
託
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ

う
、
な
ど
を
指
摘
し
、
反
対
す

る
。

平成２９年度本会議傍聴者数（地区別・年齢別）延人数

平成２９年度行政視察来童状況

１　地区別

２　年齢別

天童
南部

天童
中部

天童
北部 成生 蔵増 寺津 津山 田麦野 山口 高擶 長岡 干布 荒谷 その他 合計

男 ７ ４３ ３３ １５ ５ ０ １２ ０ ６ １０ ５ ２ ０ ２７ １６５
女 １ ３９ １６ １ ５ ０ ９ ０ ２ ４ ２ ７ ０ １３ ９９
計 ８ ８２ ４９ １６ １０ ０ ２１ ０ ８ １４ ７ ９ ０ ４０ ２６４

１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 不明 計
人数 ８１ １２ １ ４ ９ ３６ ４８ １３ ６０ ２６４

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 計
視察件数 ０ １ １０ ４ ３ ０ ２ ０ ５ ２５
視察人数 ０ ３ ８２ ４１ １３ ０ １４ ０ ３１ １８４

　現人権擁護委員の井上正信氏
（駅西）及び伊藤栄子氏（山口）が、
平成３０年６月３０日をもって任期満
了になることに伴い、再び両氏を
推薦することに同意しました。

人権擁護委員の推薦に同意

討
　
論

紹介議員について、自己の所属する委員会の
所管事項に関する請願については、紹介議員
になれません。

　　市議会へ請願書を提出する制度は、市民
の皆さんの意見や要望を市政に反映させる方
法として、法律上認められた権利の一つで
す。請願を提出する場合には、請願書に必ず
１人以上の紹介議員の署名または記名押印が
必要となります。
　請願書は、いつでも受け付けていますが、
議会定例会招集日（開会日）前８日正午まで
に受理した請願は、その定例会で審査しま
す。所管の常任委員会で審査された後、本会
議において採択・不採択が決定されます。

Ａ
請願の提出の仕方は？Ｑ
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提出された議案とその結果
平成２９年度第５回市議会定例会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

第５回定例会（２月２８日～３月２３日）《市長提出議案》
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１１号
平成２９年度天童市一般会計補正予算（第
６号）の専決処分の承認を求めることに
ついて

承　　認
（全会一致）

報第１２号
平成２９年度天童市一般会計補正予算（第
７号）の専決処分の承認を求めることに
ついて

承　　認
（全会一致）

報第１３号 交通事故に係る損害賠償の額の決定につ
いての専決処分の報告について 報　　告

議第６９号 平成２９年度天童市一般会計補正予算（第
８号）

原案可決
（全会一致）

議第７０号 平成２９年度天童市国民健康保険特別会計
補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第７１号 平成２９年度天童市介護保険特別会計補正
予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第７２号 平成２９年度天童市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第７３号 平成２９年度天童市工業団地整備事業特別
会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第７４号 平成２９年度天童市公共下水道事業会計補
正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第７５号 平成３０年度天童市一般会計予算 原案可決
（賛成多数）

議第７６号 平成３０年度天童市国民健康保険特別会計
予算

原案可決
（全会一致）

議第７７号 平成３０年度天童市用地買収特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第７８号 平成３０年度天童市財産区特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第７９号 平成３０年度天童市介護保険特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第８０号 平成３０年度天童市市民墓地特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第８１号 平成３０年度天童市後期高齢者医療特別会
計予算

原案可決
（全会一致）

議第８２号 平成３０年度天童市工業団地整備事業特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第８３号 平成３０年度天童市水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議第８４号 平成３０年度天童市民病院事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議第８５号 平成３０年度天童市公共下水道事業会計予
算

原案可決
（全会一致）

議第８６号 天童市個人情報保護条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第８７号 天童市一般職の職員の給与に関する条例
等の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第８８号 天童市一般職の職員に対する退職手当の
支給に関する条例等の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８９号 天童市退職手当基金の設置、管理及び処
分に関する条例の廃止について

原案可決
（全会一致）

議第９０号 天童市市税条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第９１号 天童市手数料条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第９２号
天童市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第９３号 天童市介護保険条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第９４号
天童市指定地域密着型サービスの事業の
人員、設置及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第９５号

天童市指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営並びに指定
地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第９６号
天童市指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準等を定める条例の
設定について

原案可決
（全会一致）

議第９７号
天童市指定介護予防支援等の事業の人員及
び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第９８号 天童市国民健康保険給付基金の設置、管理
及び処分に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第９９号 天童市後期高齢者医療に関する条例の一
部改正について

原案可決
（全会一致）

議第１００号 天童市道路占用料条例の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第１０１号 天童市地区計画の区域内における建築物
の制限に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第１０２号 天童市都市公園条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第１０３号 天童市民病院事業の設置等に関する条例
の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第１０４号 荒谷西工業団地の分譲地の処分について 原案可決
（全会一致）

議第１０５号 天童市立天童病院における医療事故に係
る和解について

原案可決
（全会一致）

議第１０６号
〜

議第１０７号
人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

原案可決
（全会一致）

議案等に対する議員の賛否一覧表 （賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

結
城　
義
巳

後
藤　
和
信

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

鈴
木　
照
一

伊
藤　
護
國

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

赤
塚
幸
一
郎

て て て て 政 て 清 清 清 清 無 政 清 政 政 清 共 清 清 清 共 無
議第 ７５号 平成３０年度天童市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 議
※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、政＝政和会、共＝日本共産党天童市議団、無＝無会派

てんどう市議会だより №16013



東
根
市
外
二
市
一
町

�

共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

　
平
成
２９
年
度
東
根
市
外

二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理

組
合
会
計
補
正
予
算
は
、

人
事
院
及
び
山
形
県
の
人

事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
く

給
与
改
正
に
伴
う
人
件
費

の
補
正
で
す
。

　
平
成
３０
年
度
東
根
市
外

二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理

組
合
会
計
予
算
は
、
施
設

整
備
総
合
計
画
に
よ
る
、

ご
み
焼
却
処
理
施
設
延
命

化
事
業
に
伴
う
第
１
期
工

事
費
の
計
上
な
ど
に
よ

り
、
前
年
比
２８
・
９
㌫
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
度
構
成
市
町

ご
と
の
負
担
金
（
概
算
）

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
２
月
２１
日
、
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
３０
年
度
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
採

択
の
結
果
、
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（単位：千円）平成３０年度各市町負担金　概算額

市町名
項　目 比　較

Ｈ３０年度（概算）Ｈ２９年度（概算） 差額 増減率
東 根 市 ２７５，４９８ ２９０，０７８ △１４，５８０ △５．０３％
村 山 市 １３８，９６６ １４５，３７１ △６，４０５ △４．４１％
天 童 市 ３２９，２５２ ３３６，３５５ △７，１０３ △２．１１％
河 北 町 １１９，９８７ １２８，５９１ △８，６０４ △６．６９％
合　計 ８６３，７０３ ９００，３９５ △３６，６９２ △４．０８％

◆平成２９年度政務活動費（９月に構成替えがあったため、交付額に変更がありました）

会派（議員）名 人数
（人）

交付額
（円）

項　　　目　（円） 返還額
（円）調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 合　計

清 新 会 ９ １，５６０，０００ １，４７４，３４０ １３，８５７ １，４８８，１９７ ７１，８０３
てんどう創生の会（下半期のみ） ５ ３９０，０００ ３４０，６４２ １１，２２６ ３５，６１６ ３８７，４８４ ２，５１６
政 和 会 ４ ７８０，０００ ６５５，２５８ ２，６００ ６５７，８５８ １２２，１４２
市民クラブ（上半期のみ） ２ １５６，０００ １５６，０００ １５６，０００ ０
日本共産党天童市議団 ２ ３１２，０００ ０ ３１２，０００
鈴木照一（上半期のみ） １ ７８，０００ ０ ７８，０００
赤塚幸一郎（下半期のみ） １ ７８，０００ ４６，５４０ ５，３４６ ５１，８８６ ２６，１１４
狩野佳和（下半期のみ） １ ７８，０００ ５１，２００ １９７ ５１，３９７ ２６，６０３

合　計 － ３，４３２，０００ ２，１２９，５９８ ５９４，３８２ ２７，８８０ ４０，９６２ ２，７９２，８２２ ６３９，１７８
※構成替えで会派の人数変更がありました（清新会１１人→９人、政和会６人→４人）。
※構成替えで会派の解散により、市民クラブは上半期のみの政務活動費となります。
※構成替えで会派の結成により、てんどう創生の会は下半期のみの政務活動費となります。
※構成替えで無会派となった狩野佳和議員、赤塚幸一郎議員は下半期のみの政務活動費となります。
※構成替えで無会派から会派へ所属により、鈴木照一議員は上半期のみの政務活動費となります。
※会派人数は、平成３０年３月３１日現在の人数です。

　
政
務
活
動
費
と
は
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査
研

究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必

要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
議
員
に

交
付
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
会
派

（
無
会
派
を
含
む
。）
に
対
し
、
所
属

議
員
１
人
当
た
り
月
１
万
３
０
０
０

円
（
年
額
１５
万
６
０
０
０
円
）
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
政
務
活
動
費
は
、

条
例
の
ほ
か
規
則
等
に
基
づ
い
て
、

調
査
研
究
費
、
研
修
費
、
資
料
作
成

費
や
資
料
購
入
費
な
ど
に
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
交
付
を
受
け
た
会
派
は
、
年
度
終

了
後
速
や
か
に
報
告
書
を
提
出
し
、

不
用
額
に
つ
い
て
は
返
還
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
方
自
治
法
で
、
議
長
は

政
務
活
動
費
の
使
途
の
透
明
性
の
確

保
に
努
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市

議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
等
で
収
支

報
告
を
公
表
し
て
き
ま
し
た
。
領
収

書
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２９
年
度
の
収
支
報
告
の
内
容

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

政
務
活
動
費
の
報
告

特集1
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天童市自主防災会連絡協議会役員の方々との意見交換の様子

議会報告
・

意見交換会

　
市
内
に
は
９９
の
自
主
防
災
会
が
あ
り
、
各
町
内
会
の
防
災
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
地
区
を
代
表
す
る
天
童
市
自
主
防
災

会
連
絡
協
議
会
の
会
長
は
じ
め
、
役
員
の
方
々
１９
人
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
要
望
・
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
３０
年
１
月
１６
日（
火
）

議
会
全
員
協
議
会
室

　
本
市
議
会
で
は
、
常
任
委
員
会
委
員

と
各
種
団
体
等
の
方
と
の
議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
、
二
つ
の
常
任
委
員
会
で
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
各

会
場
で
の
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見

等
は
、
今
後
の
議
会
で
の
政
策
立
案
や

政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報

告
書
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

総
務
教
育
と

天
童
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

執
行
部
へ
の
要
望
・
意
見

　
　
　
　
南
部
地
区
で
避
難
所

に
お
け
る
一
泊
で
の
防
災
訓
練

を
行
っ
た
。
今
後
お
願
い
し
た

い
こ
と
。
①
寝
具（
マ
ッ
ト
等
）

の
貸
し
出
し
②
防
災
ス
ピ
ー

カ
ー
の
使
用
③
訓
練
時
に
給
水

参
加
者

車
の
出
動
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
災
害
時
、
市
の
備
蓄

品
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
市
民

に
配
給
す
る
の
か
、
ま
た
福
祉

避
難
所
の
運
営
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
防
災

会
・
市
民
に
分
か
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

参
加
者

　
　
　
　
国
道
４８
号
線
と
、
避

難
所
と
な
る
二
中
・
天
童
高
校

に
接
す
る
道
路
の
拡
幅
整
備
事

業
を
早
期
に
着
手
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
　
　
避
難
時
要
支
援
者
を

ど
う
救
出
す
る
の
か
。
個
人
情

報
の
観
点
か
ら
公
表
で
き
な
い

の
は
分
か
る
が
、
実
際
ど
う
す

る
の
か
、
行
政
と
の
連
携
が

な
っ
て
い
な
い
。
教
え
て
ほ
し

い
。

　
　
　
　
以
前
も
要
望
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
天
童
市
に
も
山

形
市
の
よ
う
に
防
災
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
豪
雨
災
害
時
の
避
難

時
要
支
援
者
を
ど
う
助
け
る
の

か
、
状
況
に
よ
っ
て
は
難
し
い

し
、
不
安
だ
。
訓
練
を
通
し
て

教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
中
部
地
区
は
避
難
所

が
あ
る
よ
う
で
な
い
。
久
野
本

だ
け
で
約
１
５
０
０
世
帯
・
人

口
約
４
７
０
０
人
だ
が
、
避
難

先
は
四
中
と
な
っ
て
い
る
。
目

の
前
に
二
中
が
あ
る
地
域
も
あ

る
が
、
な
ぜ
四
中
な
の
か
。
ま

た
、
四
中
に
４
７
０
０
人
が
避

難
で
き
る
の
か
疑
問
だ
。

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

　
　
　
　
天
童
市
外

で
起
き
た
災
害
時

の
、
避
難
者
の
受
け

入
れ
体
制
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　

大
災
害

時
、
多
く
の
家
屋
が

倒
壊
し
た
場
合
、
仮

設
住
宅
の
建
設
が
予

想
さ
れ
る
。
学
校
は

教
育
の
現
場
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
用
地
と

す
れ
ば
不
向
き
と
思

わ
れ
る
。
県
運
動
公

園
の
用
地
と
か
、
駐

車
場
と
か
が
候
補
地

と
思
う
が
、
県
と
の

協
定
と
か
、
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

参
加
者

参
加
者

守
る
た
め
、
色
々
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。
市
に
対
し
て
要
望
・
意

見
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
市
議

会
も
内
容
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
後
も
課
題
解
決
の
た
め

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
武
田
正
二
、
渡
辺
博
司
、
水

戸
保
、結
城
義
巳
、山
口
桂
子
、

佐
藤
俊
弥
、
笹
原
隆
義
）

　
　
　
　
市
の
防
災
訓
練
は
、

形
式
的
で
実
情
に
合
わ
な
い
と

思
わ
れ
る
。
訓
練
後
に
反
省
会

を
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
議
員

も
参
加
し
て
い
る
が
テ
ン
ト
に

入
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

問
題
点
を
し
っ
か
り
把
握
し
て

ほ
し
い
。

　
各
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
か

ら
の
声
を
聴
き
、
住
民
の
命
を

参
加
者

特集2
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商業部会の方々との意見交換の様子

　
天
童
商
工
会
議
所
に
は
、
九
つ
の
委
員
会
や
部
会
が
あ
り
、
天

童
市
に
対
し
て
提
案
や
要
望
活
動
も
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
及
び
小
規
模
事
業
者
、
商
業
者
等
は
、
地
域

経
済
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
内
、
商
店
や
商
店
街

は
各
地
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
業
部
会
と
の
議
会
報
告
・
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
３０
年
２
月
５
日（
月
）

天
童
商
工
会
議
所

�

３
階
会
議
室

経
済
建
設
と

天
童
商
工
会
議
所
商
業
部
会

　
最
初
に
商
工
会
議
所
か
ら
、

平
成
29
年
度
の
主
な
提
案
・
要

望
事
項
の
商
業
部
会
関
連
の
説

明
が
あ
っ
た
。

一‌�

、
ま
ち
な
か
大
学
へ
の
補
助

制
度
の
充
実
。

二‌�

、
中
心
市
街
地
空
き
店
舗
へ

の
出
店
者
の
設
備
投
資
に
対

す
る
助
成
金
制
度
の
創
設
。

三‌�

、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

を
担
う
人
材
配
置
の
検
討
。

　
引
き
続
き
、
主
に
次
の
よ
う

な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

補
助
金
の
充
実

　
　
　
　
軽
ト
ラ
市
の
補
助
金

は
３
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
出

店
料
を
い
た
だ
い
て
開
催
し
て

い
る
が
補
助
金
が
な
い
と
事
業

参
加
者

で
き
な
い
状
況
。
市
の
事
業
と

し
て
開
催
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
空
き
テ
ナ
ン
ト
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
の
補
助
金
を
充

実
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
は
、
Ｉ
Ｔ

を
利
用
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

時
代
で
あ
る
。
特
に
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ど
ネ
ッ
ト
文
化
に
合
わ
せ
た

助
成
制
度
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を

担
当
す
る
団
体
に
お
い
て
、
人

手
不
足
や
イ
ベ
ン
ト
疲
れ
が
発

生
し
て
お
り
、
民
間
の
方
を
雇

用
で
き
る
補
助
金
を
創
設
し
て

ほ
し
い
。

市
街
地
商
店
街
の
課
題

　
　
　
　
市
街
地
の
商
店
街
沿

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

道
に
あ
る
街
路
灯
は
、
店
舗
や

地
域
の
人
が
設
置
し
て
管
理
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
、
市
で
管

理
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
平
成
４
年
の
べ
に
ば

な
国
体
の
際
に
設
置
し
た
街
路

灯
が
経
年
劣
化
に
よ
り
倒
れ
そ

う
な
の
で
早
急
に
修
繕
願
い
た

い
。

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
天
童
駅
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
が
な
く
な
っ
て
き
て

静
か
で
あ
る
。
天
童
駅
の
利
用

拡
大
に
向
け
対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
市
街
地
の
除
雪
に
つ

い
て
、
商
店
街
に
配
慮
し
た
除

雪
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
主
要
地
方
道
山
形
天

童
線
の
無
電
柱
化
は
進
ん
で
い

る
が
、
天
童
温
泉
側
も
早
急
に

実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

の
試
合
が
あ
っ
て
も
、
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

郊
外
商
店
の
課
題

　
　
　
　
郊
外
の
方
は
、
買
い

物
し
た
く
て
も
、
買
い
物
が
で

き
な
い
人
が
多
い
。
こ
う
い
っ

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

た
買
い
物
弱
者
の
た
め
に
、
迎

え
に
行
っ
て
買
い
物
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
各
町
内
に
１
カ
所
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
集
ま
れ
る
施
設

を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
そ
こ
で
買
い
物
な
ど
が
で

き
な
い
か
。

　
　
　
各
市
立
公
民
館
を
中
心

に
、
現
在
数
カ
所
で
居
場
所
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
お
茶
の

み
ス
ペ
ー
ス
等
の
提
供
を
し
て

お
り
、
今
後
会
場
を
増
や
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
関
山
街
道
の
歴
史
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
（
３
月
１
日
）

委
員

参
加
者

に
商
店
街
の
皆
さ
ん
や
、

議
員
の
皆
さ
ん
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
仙
台
と

の
交
流
の
歴
史
を
知
っ
て

交
流
人
口
増
加
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
商
店
が
減
り
続

け
、
現
在
５
店
舗
し
か
な

く
な
っ
た
地
域
も
あ
る
。

買
い
物
弱
者
の
た
め
に
、

公
民
館
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
買
い
物
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

参
加
者

　
市
内
の
商
店
に
お
い
て
も
、

事
業
主
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
大

変
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。ま
た
、�

市
街
地
商
店
街
の
課
題
や
要
望

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、�

意
見
や
要
望
を
執
行
部
に
届
け

る
と
と
も
に
、
議
会
活
動
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
商
店

や
商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
水
戸
芳
美
、
遠
藤
喜
昭
、
鈴

木
照
一
、石
垣
昭
一
、山
崎
諭
、

松
田
光
也
、
熊
澤
光
吏
）
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教えて っすケケロロ

住
み
や
す
い

�
ま
ち
へ
…

山
川
　
紗
代

�

（
１９
歳
・
高
擶
）

　
私
は
天
童
市
に
生
ま
れ
て
と

て
も
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

高
校
生
ま
で
は
病
気
に
か
か
っ

て
し
ま
っ
て
も
無
償
で
治
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
数
年
前
に
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
、

活
性
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
多
く
の
便
利
な
施
設
、
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
私
は
大
学
の
春
休
み

の
時
間
を
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
す
る
た
め
に
、
市
議
会
議
員

と
一
緒
に
活
動
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に

参
加
す
る
以
前
は
、
漠
然
と
天

童
市
が
好
き
だ
と
感
じ
て
い
た

も
の
の
、
明
確
な
理
由
は
出
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
自
身
初
め
て
議
会
傍
聴
に

参
加
し
、
議
員
の
方
々
が
天
童

市
を
想
い
、
意
見
が
激
し
く
飛

び
交
う
と
こ
ろ
を
傍
聴
し
て
私

の
好
き
な
天
童
市
が
こ
の
よ
う

に
創
ら
れ
て
い
る
の
か
と
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
質
問
の

中
に
は
身
近
に
感
じ
る
問
題
も

多
く
、
興
味
深
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
議
会
傍
聴
に
集
ま
っ

た
市
民
と
議
員
も
一
般
質
問
が

終
わ
る
と
一
体
感
が
あ
り
、
信

頼
関
係
が
あ
り
感
動
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
傍
聴
に
参
加

し
た
こ
と
で
私
た
ち
も
天
童
市

を
創
る
一
員
と
し
て
、
共
に
行

動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
天
童
市
が
好
き
で

す
か
。
天
童
市
を
ど
ん
な
ま
ち

に
し
た
い
で
す
か
。
ぜ
ひ
議
会

を
傍
聴
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

改
め
て
感
じ
る
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

天
童
市
の

�

一
員
と
し
て
…

須
藤
　
純
奈

�

（
２０
歳
・
干
布
）

　
私
は
３
歳
か
ら
１７
年
間
ず
っ

と
天
童
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

将
棋
や
お
い
し
い
果
物
、
温

泉
、
自
然
、
人
、
住
み
良
い
環

境
…
挙
げ
た
ら
き
り
が
な
い
く

ら
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
だ

な
と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
そ
ん
な
天
童
市
が
大
好
き

で
す
。

　
こ
の
度
、
私
は
大
学
の
春
休

み
を
利
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
市
議
会
議
員
と
一
緒

に
活
動
す
る
機
会
を
得
て
、
市

議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
し
か
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
議
会
で

は
、
財
政
の
こ
と
や
、
福
祉
の

こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
意
見
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。
予
算
特
別

委
員
会
で
は
、
長
時
間
に
わ
た

り
、
と
て
も
分
厚
い
予
算
書
な

ど
を
見
て
こ
れ
で
い
い
の
か
と

厳
し
く
審
査
す
る
議
員
の

方
々
、
そ
れ
に
対
し
、
概
要
を

説
明
さ
れ
る
執
行
部
の
方
々
の

姿
を
拝
見
し
、
大
変
敬
服
し
ま

し
た
。

　
初
め
て
市
議
会
を
傍
聴
し
、

私
た
ち
が
こ
う
し
て
安
全
で
豊

か
に
生
活
で
き
て
い
る
の
は
、

市
長
を
は
じ
め
私
た
ち
市
民
の

声
を
基
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
一
生
懸
命
対
策
等
を
練
ら

れ
て
い
る
行
政
の
方
々
、
議
会

の
方
々
の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
天
童
市
を
よ
り
よ
い
ま

ち
に
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
一

員
と
し
て
私
も
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
、
何
か
一
つ
で
も

貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市 民 の 声

　　本会議だけでなく全ての会議が原則公開となっていますので、お気軽にお越しください。
傍聴する方は、住所、氏名等を受付用紙に記入して入場してください。
　天童市ホームページから本会議の様子の生中継や過去の録画映像もご覧いただけます。

Ａ

議会を傍聴するには
　　　どうすればいいの？

Ｑ
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研修会の様子

天童市議会
　ギャラリー

〜表紙の写真から〜

　３月５・６日、天童
中部小６年生１２２人が、
一般質問を傍聴しまし
た。

寺津地区「６年生を送る会 新１年生
を迎える会」で、６年生は小学校での
思い出を発表しました。

●
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
天
童
市
議
会
は
、
年
２

回
の
議
会
報
告
会
・
意
見
交

換
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
会
を
活
性
化
し
、
市
政
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
、
議
会

報
告
会
・
意
見
交
換
会
を
い

か
に
活
用
す
る
か
、
寄
せ
ら

れ
る
貴
重
な
意
見
を
参
考
に

し
、
今
後
も
企
画
し
て
い
き

ま
す
。
５
月
に
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
市
議
会
だ
よ
り
も
今
号
で

１
６
０
号
。
読
者
目
線
の
紙

面
づ
く
り
を
、
今
以
上
に
心

が
け
て
い
き
ま
す
。

●
市
制
施
行
６０
周
年
を
迎

え
、
今
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

６０
年
の
節
目
に
立
ち
会
え
た

こ
と
に
感
謝
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち

合
い
た
い
も
の
で
す
。

　

�

（
鈴
木
）

《
広
報
委
員
会
》

　
委 

員 

長　
伊
藤　
和
子

　
副
委
員
長　
武
田　
正
二

　
委　
　
員　
鈴
木　
照
一

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
敬
知

　
　

 

〃 　
　
渡
辺　
博
司

　
　

 

〃 　
　
佐
藤　
俊
弥

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
喜
昭

日 月 火 水 木 金 土
5/27 28 29 30 31 6/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

６月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、６月１日（金）正午までの予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

本会議
（最終日）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

予算特別委員会常任委員会常任委員会

本会議
（初日）

インターネットで生中継します。

編
集
後
記

議
会
活
動
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

議
員
研
修
会
を
開
催

　
１
月
２５
日
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
議
会
活
動
に
つ
い
て
見
識
を

深
め
る
研
修
会
を
、
全
議
員
を
対

象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
方
法

や
、
す
で
に
導
入
し
て
い
る
寒
河

江
市
議
会
か
ら
の
事
例
紹
介
を
拝

聴
し
ま
し
た
。

※‌‌ＩＣＴ…Information and Communication Technologyの略で、コンピューターや
通信技術に関することを指す。「ＩＴ」と称されたものと同じ意味でもある。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
例
は
、

主
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

よ
る
資
料
の
電
子
化
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
当
市
議
会
で
は
、
研
修

会
な
ど
を
通
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
議
会
活
動
の

拡
大
充
実
に
つ
い
て
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。
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１班 ２班

３班 ４班

伊藤和子、結城義巳
遠藤敬知、水戸芳美
熊澤光吏

伊藤和子、結城義巳
遠藤敬知、水戸芳美
熊澤光吏

水戸　保、石垣昭一
山崎　諭、狩野佳和
武田正二、佐藤俊弥

水戸　保、石垣昭一
山崎　諭、狩野佳和
武田正二、佐藤俊弥

鈴木照一、後藤和信
山口桂子、渡辺博司
三宅和広

鈴木照一、後藤和信
山口桂子、渡辺博司
三宅和広

伊藤護國、松田光也
村山俊雄、遠藤喜昭
笹原隆義

伊藤護國、松田光也
村山俊雄、遠藤喜昭
笹原隆義

※田麦野地区は、山口地区と
　合同で市立山口公民館で行います。
※田麦野地区は、山口地区と
　合同で市立山口公民館で行います。

５月22日（火）　山　　口※
５月23日（水）　天童南部
５月24日（木）　高　　擶

５月22日（火）　山　　口※
５月23日（水）　天童南部
５月24日（木）　高　　擶

議会報告・意見交換会を
開催します。
【下記の日程で、各市立公民館で午後７時から行います。】

　議会の活動状況や議会で特に議論になった話題などについて報告するとともに、地域の
課題についての意見交換を、議長を除く全議員で行います。ぜひ、ご参加ください。

５月22日（火）　蔵　　増
５月23日（水）　天童中部
５月24日（木）　荒　　谷

５月22日（火）　蔵　　増
５月23日（水）　天童中部
５月24日（木）　荒　　谷

５月22日（火）　天童北部
５月23日（水）　津　　山
５月24日（木）　寺　　津

５月22日（火）　天童北部
５月23日（水）　津　　山
５月24日（木）　寺　　津

５月22日（火）　干　　布
５月23日（水）　長　　岡
５月24日（木）　成　　生

５月22日（火）　干　　布
５月23日（水）　長　　岡
５月24日（木）　成　　生

テ
ー
マ
空き家対策について

20この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。
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